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硬式野球部員の非認知的能力と自発的トレーニングの実践と成果
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目　的
非認知的能力とは「思考や感情，行動について個々

人がもつパターンのようなもの」とされ，具体的には
「意欲や長期的な計画を実行する能力，他人との協同
に必要な社会的・感情的制御」などがあげられている
（小塩編，2012；ヘックマン，2015）。この非認知的能
力についての最も重要な点は，それが「良い結果」を
もたらすものとして考えられていることであり，それ
ゆえ非認知的能力への関心は様々な分野で高まってい
る（ヘックマン，2015）。本研究では，大学硬式野球
部員の非認知的能力に焦点を当て，自発的な補強的ウ
エイトトレーニング（以下，補強トレーニング）への
参加と，そのパフォーマンスとの関連性について分析
を行う。補強トレーニングへの自発的な参加には各部
員の性格的開放性と自尊感情，またトレーニングの継
続には自制心や誠実性といった性格特性が重要な意味
を持ち，かつそれらは野球そのもののパフォーマンス
にも影響を与えると考えられる。この両者の関連性が
明らかになることで，各部員の性格を考慮した適切な
トレーニング，またコーチングが可能になると言える
のである。

方　法
大学硬式野球部員71名を対象として，自尊感情・開

放性・誠実生・自制心の値を測定し，自発的な補強ト
レーニングへの参加，およびトレーニングの結果との
関係性を分析した。自尊感情はローゼンバーグ自尊感
情尺度（Rosenberg’s Self Esteem Scale: RSES）の10項
目を採用し，５件法によって測定した。自尊感情は自
己に対する自信や自分自身への肯定感であり
（Rosenberg, 1965），自発的参加行動との関連性が深い
と考えられている（加藤・斉藤・瀧野，1987；豊田・
松本，2004）。そのため野球部員がこうした感情を有
していれば，今回のような補強トレーニングにも自発
的に参加する可能性が高くなると考えられる。
続いて誠実性と開放性については Ten-Item 

Personality Inventoryによって測定を行った。TIPIは
ビッグファイブ理論に基づく５つの性格を10項目で測
定するものであり，Gosling, Rentfrow, & Swann （2003）
によって開発された。小塩他（2012）によって日本語
版（TIPI-J）も開発されており，その信頼性・妥当性
の検証も行われている（並川他，2012）。今回は各部
員の誠実性と開放性をそれぞれ２項目５件法で測定し
た。
最後に，トレーニングの継続やパフォーマンスの向
上に必要と考えられる自制心は Tangney et al. （2004）
によって開発されたセルフコントロール尺度短縮版の
邦訳（尾崎他，2016）を用いて測定した。
今回行われた補強トレーニングはウエイトトレーニ
ングを中心としたプログラムであり，通常の練習後や
オフ日に実施した。今回は全部員71名中，22名（投手
15名・野手８名）が参加した。補強トレーニングは
４ヶ月を超えて実施され，定期的に参加部員のパ
フォーマンスを測定した。測定項目は，投手は筋力・
瞬発力・球質（スピード・回転数），野手は筋力であ
る。また投手・野手ともに除脂肪体重・体脂肪率も測
定した。

結　果
補強トレーニングは参加した部員全員が継続し，ま

たパフォーマンスの向上もほぼ全ての部員で確認され
た。投手は球速が平均して2.86 km/h，回転数も50回
転ほどアップした。瞬発力は10mダッシュ（-0.97s），
メディシンボールスロー（+70cm），立ち幅跳び
（+19.6cm）など全てのメニューにおいて大幅なパ
フォーマンス向上が見られた。筋力はベンチプレス
（+4.5kg），デッドリフト（+7.86kg），握力（+3.67kg）
などでパフォーマンスの向上が確認された。野手につ
いても同様で，ベンチプレス（+5kg），デッドリフト
（+16.7kg），スクワット（+11.7kg）での成果が確認さ
れた。
非認知的能力の値は次のような結果となった。まず
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補強トレーニングへの自発的参加に関連すると考えら
れる開放性と自尊感情については，補強トレーニング
に参加した野手選手の開放性の値のみ他のレギュラー
部員，および非レギュラー部員に比べて高い結果と
なった。一方，補強トレーニングに参加した投手の開
放性，および野手と投手の自尊感情の値は他の部員よ
りも低いものとなった。誠実性と自制心も，補強ト
レーニングに参加した投手・野手の値は他の部員より
も低かった。誠実性と自制心は補強トレーニングの継
続に影響を与えると考えられるが，現時点では全ての
メンバーが継続してトレーニングに参加しているた
め，性格特性からのマイナスの影響は生じていないと
考えられる。

考　察
大学硬式野球部員の非認知的能力を測定し，補強ト
レーニングへの自発的参加，およびその成果との関係
性を分析した結果，補強トレーニングに参加した部員
の非認知的能力は他の部員に比べて低い値であった
が，それでもトレーニングへの参加は継続され，身体
能力の向上も確認できた。今回実施した補強トレーニ
ングのメニューは学生コーチによって事前に設定され
たものであり，その実施や測定においても指導やサ
ポートがなされていたため，参加した各部員は自らの
性格的特徴に影響を受けることなく継続することがで
きたのではないかと考えられる。一方，今回の調査で
新たに確認されたのはレギュラー部員の非認知的能力
の高さであった。レギュラー部員の非認知的能力の値
は，そのほとんどで補強トレーニングに参加した部員
よりも高い値を示していた。この事実は，レギュラー
部員の高い非認知的能力は野球への積極的な取り組み
をもたらし，結果，レギュラーとして活躍できるパ
フォーマンスにもつながったと考えられる。

まとめ
自制心や誠実性といった非認知的能力は地道に練習

を続けられる能力として機能し，結果として野球のパ
フォーマンスにもつながっていく。また性格的開放性
は新たなトレーニングメニューなどに対する興味や好
奇心に関連するため，チームとして様々なトレーニン
グ機会を作り部員に提供することはチームのパフォー
マンス向上をもたらすきっかけになりうる。野球部員
がどのような性格的特徴を有しているのかを知ること
で，チームとしての適切なトレーニングのマネジメン
トやコーチングが可能になると言えるのである。
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 自自尊尊感感情情  開開放放性性  誠誠実実性性  自自制制心心  

トトレレーーニニンンググ参参加加・・投投手手  38.25 4.75 6.00 32.50 

トトレレーーニニンンググ参参加加・・野野手手  38.43 6.00 6.71 32.85 

レレギギュュララーー部部員員  44.22 5.88 6.77 35.00 

非非レレギギュュララーー部部員員  41.29 6.25 6.37 34.58 

表１．各野球部員の非認知的能力

各数値は単純総和。自尊・自制心は ÷10 （10項目）．開放・
誠実は ÷2 （2項目）で平均値が出る


